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はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。

※
右
記
５
月
受
け
付
け
分
（
敬
称
略
）
情
報
は
、
広
報
紙
掲
載
に
対
し
て
、
ご
家
族
等
に
同
意
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

死亡後の手続きについては

町ホームページをご覧ください。

愛南町
ホーム
ページ

　

檳榔子俳句会　山口和
か ず こ

子さん（御荘平城）

▶俳人をご紹介します

　　感性豊かな小学生に刺激され、ダイアリーに俳句を記すようにな
りました。今年で26冊を数えます。檳榔子俳句会に入会してからは、
山岡桑

そ う し

史師に続き井上輪
ろ ん て ん

天師の指導のもと、俳句の勉強をしてい
ます。
　　季語の深い意味とニュアンスのつながりに苦慮
することも多いのですが、先達の佳句に触れ、ほん
の少し俳句の道が見え始めました。俳句を作るこ
とで自分を見つめ、愛南町の素晴らしさに気付く
日々です。
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月地区名 子の名 保護者
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